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平成11年６⽉ 原⼦⼒機構の施設として⽊津町(当時)に完成
平成28年４⽉ 量⼦科学技術研究開発機構発⾜

関⻄光科学研究所（⽊津地区）の概要
名称：光量子科学研究施設

令和４年１１⽉１７⽇
けいはんな広報ネットワーク 企画会議・記者懇談会

関⻄光科学研究所・光量⼦科学研究部・部⻑ 近藤公伯



2

量研の⽬的︓量⼦科学技術に係る研究開発を⾏う。
発⾜⽇︓平成28年4⽉1⽇
常勤職員︓1,218名（発⾜時）
役員6名
理事⻑

平野俊夫
（元 阪⼤総⻑）

関⻄研は、(国研)量⼦科学技術研究開発機構
(略して 量研(QST))の研究開発拠点の⼀つです。

QST基本情報

年間予算額 職員（概数）421億円
核融合関係・次世代放射光関係補助金を含む

令和4年度

1 ,300名

概要 所在地

組織図

千葉地区
〒263-8555 千葉県千葉市稲毛区穴川4-9-1 043-251-2111（代表）
◯量子医科学研究所　
◯放射線医学研究所
　[福島研究分室]  〒960- 1295 福島県福島市光が丘1番地（福島県立医科大学環境動態解析センター棟内） 024-581-5150（代表）
◯QST病院
◯量子生命科学研究所

高崎地区
〒370-1292 群馬県高崎市綿貫町1233番地 027-346-9232（代表）
◯高崎量子応用研究所
　［QST量子機能材料産学協創目黒ラボ］  〒152-8550 東京都目黒区大岡山2-12-1 （東京工業大学大岡山キャンパス内）

070-3943-3397（代表）
◯量子生命科学研究所

東海地区
〒319-1106 茨城県那珂郡東海村大字白方2-4 070-3943-3400（代表）
◯高崎量子応用研究所
◯量子生命科学研究所
◯六ヶ所研究所

仙台地区
〒980-8579 宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉6-6-11-901 022-785-9480（代表）
◯次世代放射光施設整備開発センター

木津地区
〒619-0215 京都府木津川市梅美台8-1-7 0774-71-3000（代表）
◯関西光科学研究所　
◯量子生命科学研究所　
◯きっづ光科学館ふぉとん

播磨地区
〒679-5148 兵庫県佐用郡佐用町光都1-1-1 0791-58-0922（代表）
◯関西光科学研究所

那珂地区
〒311-0193 茨城県那珂市向山801-1 029-270-7213（代表）
◯那珂研究所
　［ITER現地オフィス］  ITER Japan Domestic Agency, Route de Vinon-sur-Verdon, CS 90 046, 

　　　　　　　　　　  13067 St Paul Lez Durance Cedex, France

六ヶ所地区
〒039-3212 青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字表舘2-166 0175-71-6500（代表）
◯六ヶ所研究所

本部
〒263-8555 千葉県千葉市稲毛区穴川4-9-1 043-382-8001（代表） 

[東京事務所]  〒100-0011 東京都千代田区内幸町2丁目2番2号 富国生命ビル22階・17階 070-3943-3364（代表）
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量子医科学研究所

▲

量子医学・医療領域

量子生命科学研究所

▲

量子生命科学領域

放射線医学研究所

▲

放射線安全領域

Q S T病院

▲

量子医学・医療領域

高崎量子応用研究所

▲

量子材料・物質科学領域

関西光科学研究所

▲

量子光学領域▲

量子材料・物質科学領域

次世代放射光施設
整備開発センター

▲

量子材料・物質科学領域

那珂研究所

▲

量子エネルギー理工学領域

六ヶ所研究所

▲

量子エネルギー理工学領域

監事

監事室

理事長・理事
本部組織

（監査・コンプライアンス室／経営企画部／総務部／人事部／財務部／安全
管理部／情報基盤部／イノベーションセンター（SIP推進室「光・量子を活用
したSociety 5.0実現化技術」）／ダイバーシティ推進室）

理事長が直轄する組織 （Q S T革新プロジェクト／Q S T未来ラボ／Q S T国際
リサーチイニシアティブ／量子生命科学研究拠点センター）

量子生命・
医学部門

量子ビーム
科学部門

量子
エネルギー
部門
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関⻄光科学研究所
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量研（QST）の役割
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新材料開発

品種改良

放射能除去 レーザー計測技術
構造解析

新産業創成イノベーション

関西研では、光（レーザー）を使った
様々な研究・技術開発を行っています。

量子科学技術



「レーザー脱毛」

測る

DVDプレーヤー

きれいになる・治療する

「レーザーメス」

4

作る（溶接、切断）

バーコードリーダー

レーザー溶接加工
（出典 トヨタ自動車）

レーザー切断
（出典 三菱重工）

工事での距離計測
（出典さいたま市）

自動運転技術
（出典パナソニック）

レーザーは⾝近なところで使われています

読み取る



関⻄研ではレーザーの最先端研究による
光の新しい利⽤の開拓を通じた社会貢献をめざしています

医療
安全安心最先端科学

○重粒子線治療装置の革新的小型化
○刺さない血糖値センサー

○高強度場科学
〇超高速計測技術

○インフラ欠陥検査技術

新しいレーザー技術開発
高強度レーザー技術
極短パルスレーザー技術



J-KAREN-P
世界トップクラスの大強度レーザー装置

チャープパルス増幅法
2018年ノーベル物理学賞

Prof. G. Mourou

最先端科学



J-KAREN-P
世界トップクラスの大強度レーザー装置

✔ 3000兆分の１秒（30フェムト秒）の間に、30Jのエネルギーを出せます。
（1000兆ワット（ペタワット）＝100万キロワットの火力発電所１０億個分）

✔レーザーの光を一点に集光すると、1022 W/cm2（100垓ワット）に達します。
（現在実用性能として世界トップクラス）

最先端科学



レーザーによるインフラ⽋陥検査技術

振動励起
レーザー

レーザー打音技術

振動検知
レーザー

H30.6 大阪府の国道１７３号線の天王トンネルで実証試験

QSTベンチャー：株式会社フォトンラボ（R1.6認定）で社会実装を加速

lトンネル等のインフラ設備の老朽化対策は喫緊の課題

lパワーレーザーで遠隔で安全に高速検査可能な技術を開発

打音法(従来)

内閣府SIP インフラ維持管理・更新・マネジメント技術
「レーザーを活用した高性能・非破壊劣化インフラ診断技術の研究開発」 (H26-H30)

安全安心応用



きっづ光科学館ふぉとん

年間来場者数 約５万人（H30実績）

l実験教室や展示などを通して量子技術や光について子供達に紹介

修学旅行

科学工作教室

光の実験教室

ふぉとん君


